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令和5年度

施政方針

 2023.4 村報とつかわ 2村報とつかわ 2023.43

　
人
間
力
・
個
性
・
村
愛
精
神
を
養
う
教
育
・

生
涯
学
習
を
す
す
め
、
村
の
宝
を
一
人
ひ
と
り
が

継
承
し
、
や
り
が
い
生
き
が
い
の
あ
ふ
れ
る
む
ら

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

十
津
川
高
校
の
魅
力
化

　
十
津
川
高
校
を
村
の
振
興
の
象
徴
と
位
置
づ

け
、
高
校
と
村
が
連
携
し
た
取
組
み
「
十
津
川
高

校
魅
力
化
事
業
」
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

奈
良
県
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　
児
童
生
徒
の
学
籍
や
指
導
内
容
、
健
康
状
態

な
ど
学
校
間
で
の
情
報
連
携
や
、
教
職
員
の
長
時

間
勤
務
の
解
消
、
児
童
生
徒
の
指
導
の
充
実
を
図

る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務

の
標
準
化
・
共
通
化
を
進
め
ま
す
。

十
津
川
第
二
小
学
校
に
遊
具
を
設
置

　
十
津
川
第
二
小
学
校
に
、
保
護
者
よ
り
要
望
の

あ
っ
た
遊
具
を
設
置
し
、
子
供
た
ち
の
健
全
な
発

達
を
後
押
し
し
ま
す
。

村
史
の
編
さ
ん

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
「
歴

史
編
」
の
近
現
代
及
び
古
代
・
中
世
の
資
料
編
、

令
和
７
年
度
に
「
歴
史
編
」、令
和
８
年
度
に
「
民

俗
編
」
の
本
編
を
刊
行
す
る
計
画
で
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

村
指
定
文
化
財
の
改
修
補
助

　
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
柱
な
ど
が
腐

朽
し
て
い
る
玉
置
神
社
「
神
輿
殿
」
の
改
修
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
深
刻
で
あ
る
中
、
村
民

が
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
し
、
最
期
ま
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
有
資
格
者
を
養
成

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
状
況

で
す
。
高
齢
者
の
村
内
で
の
生
活
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
等
助
成
事
業
の
拡
充

　
自
己
負
担
分
で
あ
る
一
部
負
担
金
の
撤
廃
し
、

対
象
年
齢
を
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
に
拡
充
し

て
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
不
安
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

生
活
支
援
の
取
組
み
の
継
続

　
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
最
期
ま
で
暮
ら

せ
る
よ
う
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕
組
み

を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
予
防

　
健
康
寿
命
の
延
伸
や
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
、
介
護
予
防
の
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
場
の
提
供
と
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
拠
点
施
設
へ
診
療
所
を
移
転

　
新
し
い
診
療
所
は
患
者
が
効
率
的
な
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
動
線
を
考
え
た
間
取
り
で
、
医
療

機
器
な
ど
を
更
新
し
、
安
心
・
安
全
な
医
療
体

制
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

若
い
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
治
療
を
受
け

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

検
診
事
業
な
ど
村
民
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
村
外
へ
の
発
信
力
を
高
め
、
人
を
迎
え
入
れ
る

仕
組
み
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

「
が
ん
ば
る
事
業
者
応
援
事
業
」を
継
続

　
村
内
で
事
業
を
営
む
中
小
・
小
規
模
事
業
者

な
ど
の
事
業
活
動
の
維
持
や
新
た
な
雇
用
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

村
内
外
の
移
住
者
受
け
入
れ
基
盤
を
強
化

　
民
間
賃
貸
用
集
合
住
宅
の
建
設
な
ど
を
支
援

す
る
補
助
事
業
を
継
続
し
、
居
住
す
る
た
め
の
快

適
な
住
宅
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

空
き
家
の
有
効
活
用

　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
利
用
者
に
対
す
る
改
修
事

業
補
助
や
、
空
き
家
を
解
体
し
新
た
に
住
宅
な
ど

を
建
設
し
た
り
、
危
険
な
空
き
家
な
ど
を
解
体
し

景
観
や
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
解
体
事
業
補

助
を
継
続
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
の
配
置

　
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
、
外

国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
や
体
験
型
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
、
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
商

談
会
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
移
住
定
住

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
村
で
管
理
す
る
簡
易
水

道
施
設
が
４
地
区
か
ら
14
地
区
へ
増
加
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
１
人
の
集
落
支
援
員
を
増
員
し
、

集
落
内
の
水
道
施
設
の
困
り
ご
と
な
ど
に
対
応
し

ま
す
。

東
京
圏
か
ら
の
移
住
に
支
援
金

　
東
京
圏
か
ら
移
住
す
る
世
帯
を
支
援
す
る
「
十

津
川
村
移
住
支
援
金
」
を
設
け
、
移
住
定
住
の

促
進
、
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
村
の
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
地
域
内
循
環

を
促
し
、
村
な
ら
で
は
の
生
業
で
「
十
津
川
ブ
ラ

ン
ド
」
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

森
林
管
理
職
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
派
遣

　
奈
良
県
か
ら
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
派
遣
を
受
け
入

れ
、
伐
採
届
の
業
務
、
施
業
放
置
林
の
整
備
、
市

町
村
森
林
整
備
計
画
の
推
進
に
従
事
し
て
い
た
だ

き
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。
村
有
林
事
業
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
と
も
に

今
後
の
森
林
整
備
に
対
す
る
方
向
性
と
作
業
内
容

の
検
討
を
行
い
、
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

森
林
の
集
約
化
の
促
進
・
森
林
境
界
の
明
確
化
、

災
害
に
強
い
作
業
路
網
の
構
築
は
喫
緊
の
課
題
と

位
置
づ
け
、
対
応
を
進
め
ま
す
。

山
の
価
値
を
高
め
所
有
者
に
利
益
還
元

　
林
業
事
業
体
の
素
材
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
作

業
効
率
の
向
上
を
目
的
に
、
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
十
津
川
村
森

林
組
合
に
は
、
森
林
の
管
理
や
処
分
に
対
す
る
相

談
窓
口
を
引
き
続
き
設
置
し
、
森
林
の
集
約
化
を

図
り
ま
す
。
村
内
の
建
築
需
要
に
お
け
る
村
産
材

の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
住
宅
な
ど
の
新
築
・

増
改
築
に
必
要
な
木
材
等
購
入
の
補
助
を
継
続
し

ま
す
。

地
域
農
業
の
活
性
化
に
支
援

　
農
業
の
活
性
化
と
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ど
の
た
め
、
農
林
産
物

施
設
栽
培
整
備
支
援
事
業
と
農
業
機
械
導
入
支

援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
と
捕
獲
の
担
い
手
の
確
保

　
猟
友
会
十
津
川
支
部
に
捕
獲
奨
励
金
を
交
付

し
て
駆
除
を
依
頼
し
、
捕
獲
頭
数
の
増
加
と
害
獣

の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

　
生
活
の
基
盤
を
守
り
、
村
な
ら
で
は
の
暮
ら
し

の
魅
力
を
高
め
、
安
心
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
機
能
を
高
め
る
迂
回
路
の
整
備

　
今
年
２
月
に
災
害
査
定
を
受
け
た
林
道
川
津
今

西
線
の
通
行
止
め
解
除
に
向
け
て
、
順
次
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
時
は
森
林
整
備
、
非

常
時
に
は
代
替
路
と
い
う
防
災
機
能
を
兼
ね
合
わ

せ
た
基
幹
作
業
道
「
上
湯
川
迫
西
川
線
」
は
、

す
み
や
か
な
供
用
開
始
を
目
標
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
な
ど
の
事
業
も
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
主
要
幹
線
で
あ
る
国
道
１
６
８
号
五
條

新
宮
道
路
の
国
直
轄
指
定
区
間
へ
の
編
入
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
国
土
交
通
省
及
び
国
会
議
員
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
の
解
体

　
個
別
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の

再
編
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
耐
震
基
準
を
満
た

さ
な
い
施
設
の
解
体
を
重
点
政
策
と
位
置
づ
け
、

施
設
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
と
維
持
管
理
費
削

減
に
努
め
ま
す
。

村
営
バ
ス
運
行
形
態
の
見
直
し

　
村
営
バ
ス
運
行
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
位
置

づ
け
を
最
優
先
と
し
て
考
え
、
運
行
形
態
を
見
直

し
、
移
動
手
段
・
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
の
不

安
を
払
拭
し
、
暮
ら
し
や
す
い
住
生
活
の
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。

集
落
の
生
活
環
境
整
備
と
森
林
環
境
保
全

　
人
家
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
周
辺
に
あ
る
危

険
な
立
木
竹
の
伐
採
及
び
搬
出
処
理
に
対
し
て
補

助
す
る
「
集
落
環
境
等
保
全
事
業
」
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給

　
飲
用
水
は
14
地
区
で
料
金
徴
収
に
よ
る
管
理
運

営
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
公
営

企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
シ
ス
テ
ム
整
備
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
共
同
飲
料
水
供
給
施
設
、
個

人
の
谷
水
を
含
め
て
調
査
・
支
援
、
維
持
管
理
や

施
設
整
備
を
継
続
し
、
安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

自
律
分
散
型
の
防
災
体
制
を
構
築

　
診
療
所
機
能
を
含
め
た
災
害
対
策
本
部
拠
点

施
設
を
役
場
庁
舎
前
に
整
備
し
ま
す
。

残
土
処
分
場
の
確
保

　
工
事
が
進
む
五
條
新
宮
道
路
の
建
設
残
土
を
処

理
す
る
た
め
、
引
き
続
き
残
土
処
分
場
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

ダ
ム
及
び
堆
積
土
砂
対
策

　
ダ
ム
に
起
因
し
た
堆
砂
や
堆
砂
排
除
に
伴
う
環

境
問
題
、
堆
積
土
砂
処
理
な
ど
の
対
策
を
ダ
ム
管

理
者
と
河
川
管
理
者
に
継
続
し
て
要
望
し
ま
す
。

国
や
県
に
対
し
て
は
、
熊
野
川
の
総
合
的
な
土
砂

管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
や
土
砂
発
生
源
対
策
の

さ
ら
な
る
進
捗
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
組
織
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
今
後
の
村
政
運
営
に
役
立
て
る
管

理
職
候
補
の
人
材
育
成
に
努
め
、
行
政
の
効
率
化

や
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
公
共
施
設
な
ど
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
視
点
に
入

れ
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

組
織
の
見
直
し

　
防
災
体
制
の
整
備
推
進
と
観
光
を
移
住
定
住
に

つ
な
げ
る
た
め
、
組
織
を
一
部
見
直
し
ま
す
。
ま

た
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
体
制
の
強
化
、
用

地
及
び
ダ
ム
対
策
業
務
の
円
滑
な
運
営
な
ど
を
目

指
し
、
事
務
分
掌
を
再
配
置
し
ま
す
。

教育・生涯学習の推進

助けあい支えあう地域福祉の向上

村外から人を迎え入れるしくみの構築

村の資源を活かした産業の振興

「村民みんなが安心と豊かさを感じられる十津川村」に向けて

安心・安全な生活環境・基盤の充実

行財政の再生

　次
の
６
つ
の
方
針
を
も
と
に
、快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
向
上
、

移
住
定
住
し
や
す
い
人
が
集
ま
る
快
適
な
住
環
境
整
備
、村
民
の
安
全
が

確
保
で
き
る
災
害
に
強
い
防
災
機
能
の
強
化
、個
別
施
設
管
理
計
画
に
基

づ
く
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

 ３月7日から13日まで令和5年十津川村議会第１回
定例会が開かれ、小山手村長が令和5年度の施政方針を
表明しました。その内容（要約）をお知らせします



令和5年度

施政方針

 2023.4 村報とつかわ 2村報とつかわ 2023.43

　
人
間
力
・
個
性
・
村
愛
精
神
を
養
う
教
育
・

生
涯
学
習
を
す
す
め
、
村
の
宝
を
一
人
ひ
と
り
が

継
承
し
、
や
り
が
い
生
き
が
い
の
あ
ふ
れ
る
む
ら

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

十
津
川
高
校
の
魅
力
化

　
十
津
川
高
校
を
村
の
振
興
の
象
徴
と
位
置
づ

け
、
高
校
と
村
が
連
携
し
た
取
組
み
「
十
津
川
高

校
魅
力
化
事
業
」
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

奈
良
県
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　
児
童
生
徒
の
学
籍
や
指
導
内
容
、
健
康
状
態

な
ど
学
校
間
で
の
情
報
連
携
や
、
教
職
員
の
長
時

間
勤
務
の
解
消
、
児
童
生
徒
の
指
導
の
充
実
を
図

る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務

の
標
準
化
・
共
通
化
を
進
め
ま
す
。

十
津
川
第
二
小
学
校
に
遊
具
を
設
置

　
十
津
川
第
二
小
学
校
に
、
保
護
者
よ
り
要
望
の

あ
っ
た
遊
具
を
設
置
し
、
子
供
た
ち
の
健
全
な
発

達
を
後
押
し
し
ま
す
。

村
史
の
編
さ
ん

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
「
歴

史
編
」
の
近
現
代
及
び
古
代
・
中
世
の
資
料
編
、

令
和
７
年
度
に
「
歴
史
編
」、令
和
８
年
度
に
「
民

俗
編
」
の
本
編
を
刊
行
す
る
計
画
で
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

村
指
定
文
化
財
の
改
修
補
助

　
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
柱
な
ど
が
腐

朽
し
て
い
る
玉
置
神
社
「
神
輿
殿
」
の
改
修
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
深
刻
で
あ
る
中
、
村
民

が
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
し
、
最
期
ま
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
有
資
格
者
を
養
成

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
状
況

で
す
。
高
齢
者
の
村
内
で
の
生
活
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
等
助
成
事
業
の
拡
充

　
自
己
負
担
分
で
あ
る
一
部
負
担
金
の
撤
廃
し
、

対
象
年
齢
を
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
に
拡
充
し

て
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
不
安
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

生
活
支
援
の
取
組
み
の
継
続

　
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
最
期
ま
で
暮
ら

せ
る
よ
う
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕
組
み

を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
予
防

　
健
康
寿
命
の
延
伸
や
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
、
介
護
予
防
の
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
場
の
提
供
と
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
拠
点
施
設
へ
診
療
所
を
移
転

　
新
し
い
診
療
所
は
患
者
が
効
率
的
な
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
動
線
を
考
え
た
間
取
り
で
、
医
療

機
器
な
ど
を
更
新
し
、
安
心
・
安
全
な
医
療
体

制
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

若
い
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
治
療
を
受
け

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

検
診
事
業
な
ど
村
民
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
村
外
へ
の
発
信
力
を
高
め
、
人
を
迎
え
入
れ
る

仕
組
み
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

「
が
ん
ば
る
事
業
者
応
援
事
業
」を
継
続

　
村
内
で
事
業
を
営
む
中
小
・
小
規
模
事
業
者

な
ど
の
事
業
活
動
の
維
持
や
新
た
な
雇
用
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

村
内
外
の
移
住
者
受
け
入
れ
基
盤
を
強
化

　
民
間
賃
貸
用
集
合
住
宅
の
建
設
な
ど
を
支
援

す
る
補
助
事
業
を
継
続
し
、
居
住
す
る
た
め
の
快

適
な
住
宅
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

空
き
家
の
有
効
活
用

　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
利
用
者
に
対
す
る
改
修
事

業
補
助
や
、
空
き
家
を
解
体
し
新
た
に
住
宅
な
ど

を
建
設
し
た
り
、
危
険
な
空
き
家
な
ど
を
解
体
し

景
観
や
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
解
体
事
業
補

助
を
継
続
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
の
配
置

　
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
、
外

国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
や
体
験
型
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
、
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
商

談
会
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
移
住
定
住

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
村
で
管
理
す
る
簡
易
水

道
施
設
が
４
地
区
か
ら
14
地
区
へ
増
加
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
１
人
の
集
落
支
援
員
を
増
員
し
、

集
落
内
の
水
道
施
設
の
困
り
ご
と
な
ど
に
対
応
し

ま
す
。

東
京
圏
か
ら
の
移
住
に
支
援
金

　
東
京
圏
か
ら
移
住
す
る
世
帯
を
支
援
す
る
「
十

津
川
村
移
住
支
援
金
」
を
設
け
、
移
住
定
住
の

促
進
、
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
村
の
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
地
域
内
循
環

を
促
し
、
村
な
ら
で
は
の
生
業
で
「
十
津
川
ブ
ラ

ン
ド
」
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

森
林
管
理
職
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
派
遣

　
奈
良
県
か
ら
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
派
遣
を
受
け
入

れ
、
伐
採
届
の
業
務
、
施
業
放
置
林
の
整
備
、
市

町
村
森
林
整
備
計
画
の
推
進
に
従
事
し
て
い
た
だ

き
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。
村
有
林
事
業
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
と
も
に

今
後
の
森
林
整
備
に
対
す
る
方
向
性
と
作
業
内
容

の
検
討
を
行
い
、
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

森
林
の
集
約
化
の
促
進
・
森
林
境
界
の
明
確
化
、

災
害
に
強
い
作
業
路
網
の
構
築
は
喫
緊
の
課
題
と

位
置
づ
け
、
対
応
を
進
め
ま
す
。

山
の
価
値
を
高
め
所
有
者
に
利
益
還
元

　
林
業
事
業
体
の
素
材
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
作

業
効
率
の
向
上
を
目
的
に
、
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
十
津
川
村
森

林
組
合
に
は
、
森
林
の
管
理
や
処
分
に
対
す
る
相

談
窓
口
を
引
き
続
き
設
置
し
、
森
林
の
集
約
化
を

図
り
ま
す
。
村
内
の
建
築
需
要
に
お
け
る
村
産
材

の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
住
宅
な
ど
の
新
築
・

増
改
築
に
必
要
な
木
材
等
購
入
の
補
助
を
継
続
し

ま
す
。

地
域
農
業
の
活
性
化
に
支
援

　
農
業
の
活
性
化
と
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ど
の
た
め
、
農
林
産
物

施
設
栽
培
整
備
支
援
事
業
と
農
業
機
械
導
入
支

援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
と
捕
獲
の
担
い
手
の
確
保

　
猟
友
会
十
津
川
支
部
に
捕
獲
奨
励
金
を
交
付

し
て
駆
除
を
依
頼
し
、
捕
獲
頭
数
の
増
加
と
害
獣

の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

　
生
活
の
基
盤
を
守
り
、
村
な
ら
で
は
の
暮
ら
し

の
魅
力
を
高
め
、
安
心
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
機
能
を
高
め
る
迂
回
路
の
整
備

　
今
年
２
月
に
災
害
査
定
を
受
け
た
林
道
川
津
今

西
線
の
通
行
止
め
解
除
に
向
け
て
、
順
次
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
時
は
森
林
整
備
、
非

常
時
に
は
代
替
路
と
い
う
防
災
機
能
を
兼
ね
合
わ

せ
た
基
幹
作
業
道
「
上
湯
川
迫
西
川
線
」
は
、

す
み
や
か
な
供
用
開
始
を
目
標
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
な
ど
の
事
業
も
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
主
要
幹
線
で
あ
る
国
道
１
６
８
号
五
條

新
宮
道
路
の
国
直
轄
指
定
区
間
へ
の
編
入
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
国
土
交
通
省
及
び
国
会
議
員
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
の
解
体

　
個
別
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の

再
編
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
耐
震
基
準
を
満
た

さ
な
い
施
設
の
解
体
を
重
点
政
策
と
位
置
づ
け
、

施
設
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
と
維
持
管
理
費
削

減
に
努
め
ま
す
。

村
営
バ
ス
運
行
形
態
の
見
直
し

　
村
営
バ
ス
運
行
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
位
置

づ
け
を
最
優
先
と
し
て
考
え
、
運
行
形
態
を
見
直

し
、
移
動
手
段
・
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
の
不

安
を
払
拭
し
、
暮
ら
し
や
す
い
住
生
活
の
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。

集
落
の
生
活
環
境
整
備
と
森
林
環
境
保
全

　
人
家
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
周
辺
に
あ
る
危

険
な
立
木
竹
の
伐
採
及
び
搬
出
処
理
に
対
し
て
補

助
す
る
「
集
落
環
境
等
保
全
事
業
」
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給

　
飲
用
水
は
14
地
区
で
料
金
徴
収
に
よ
る
管
理
運

営
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
公
営

企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
シ
ス
テ
ム
整
備
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
共
同
飲
料
水
供
給
施
設
、
個

人
の
谷
水
を
含
め
て
調
査
・
支
援
、
維
持
管
理
や

施
設
整
備
を
継
続
し
、
安
定
し
た
飲
料
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

自
律
分
散
型
の
防
災
体
制
を
構
築

　
診
療
所
機
能
を
含
め
た
災
害
対
策
本
部
拠
点

施
設
を
役
場
庁
舎
前
に
整
備
し
ま
す
。

残
土
処
分
場
の
確
保

　
工
事
が
進
む
五
條
新
宮
道
路
の
建
設
残
土
を
処

理
す
る
た
め
、
引
き
続
き
残
土
処
分
場
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

ダ
ム
及
び
堆
積
土
砂
対
策

　
ダ
ム
に
起
因
し
た
堆
砂
や
堆
砂
排
除
に
伴
う
環

境
問
題
、
堆
積
土
砂
処
理
な
ど
の
対
策
を
ダ
ム
管

理
者
と
河
川
管
理
者
に
継
続
し
て
要
望
し
ま
す
。

国
や
県
に
対
し
て
は
、
熊
野
川
の
総
合
的
な
土
砂

管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
や
土
砂
発
生
源
対
策
の

さ
ら
な
る
進
捗
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
組
織
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
今
後
の
村
政
運
営
に
役
立
て
る
管

理
職
候
補
の
人
材
育
成
に
努
め
、
行
政
の
効
率
化

や
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
公
共
施
設
な
ど
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
視
点
に
入

れ
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

組
織
の
見
直
し

　
防
災
体
制
の
整
備
推
進
と
観
光
を
移
住
定
住
に

つ
な
げ
る
た
め
、
組
織
を
一
部
見
直
し
ま
す
。
ま

た
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
体
制
の
強
化
、
用

地
及
び
ダ
ム
対
策
業
務
の
円
滑
な
運
営
な
ど
を
目

指
し
、
事
務
分
掌
を
再
配
置
し
ま
す
。

教育・生涯学習の推進

助けあい支えあう地域福祉の向上

村外から人を迎え入れるしくみの構築

村の資源を活かした産業の振興

「村民みんなが安心と豊かさを感じられる十津川村」に向けて

安心・安全な生活環境・基盤の充実

行財政の再生

　次
の
６
つ
の
方
針
を
も
と
に
、快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
向
上
、

移
住
定
住
し
や
す
い
人
が
集
ま
る
快
適
な
住
環
境
整
備
、村
民
の
安
全
が

確
保
で
き
る
災
害
に
強
い
防
災
機
能
の
強
化
、個
別
施
設
管
理
計
画
に
基

づ
く
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

 ３月7日から13日まで令和5年十津川村議会第１回
定例会が開かれ、小山手村長が令和5年度の施政方針を
表明しました。その内容（要約）をお知らせします
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いままで ４月から

課 名 係 名
総務課 総務係
防災対策課 消防防災係

企画観光課
企画係
観光係

農林課
林業係
農業係

施設課
施設係
水道係

建設課
道路・河川係

用地・ダム対策係

住民課 住民係

課 名 係・グループ名

総務課
総務・防災G

企画 G

産業課

観光 G
林業 G
農業 G

施設課
施設係
用地係

建設課

道路G
河川・ダム対策G

水道 G

住民課 住民・環境衛生係

役場組織の再編のポイント

課名 係名 主な業務内容

総務課 総務係 職員の人事・給与・研修、法務、広聴、情報システム、地域交通、
秘書、広域行政、選挙、物品の納入管理、入札・入札参加資格管理

防災対策課 消防防災係 消防、災害対策、防犯

企画観光課
企画係 総合計画、地方創生総合戦略、村づくりの総合調整、広報、

移住定住、空き家・空き地バンク、環境政策、統計

観光係 観光、温泉、世界遺産の活用、商工業

農林課
林業係 林業行政、三者共有資産管理運営協議会、特用林産

農業係 農業行政、農業委員会事務局、鳥獣害対策、水産、畜産

施設課
施設係 村有施設維持・管理・新築・解体工事、指定管理者指定

水道係 簡易水道事業、簡易水道以外の飲料水維持管理支援

建設課
道路・河川係 道路・橋梁、河川、法定外公共物、治山・治水、道路整備要望

用地・ダム対策係 用地、ダム・堆積土砂対策

財政課
財政係 村の予算・決算、地方交付税、村債

税務係
住民税(個人・法人)、固定資産税、軽自動車税、入湯税、たばこ税、
国民健康保険税、村税滞納整理

住民課

住民係
戸籍、住民登録、印鑑登録、外国人登録、マイナンバー、埋火葬、
消費者行政、国民年金、国民健康保険、後期高齢者医療、人権、
女性活躍支援

保健衛生係 母子・成人保健、感染症予防、予防接種

診療所 診療所の運営

衛生センター ごみ処理・し尿処理、生活環境・美化

福祉事務所

福祉係
老人福祉、障害者福祉、母子寡婦福祉、児童福祉、生活保護、
民生委員・児童委員、老人憩の家、社会福祉協議会、福祉医療

介護保険係
保険給付、資格・被保険者証の管理、保険料の賦課・収納、
介護認定調査、サービス事業者の指定

地域包括支援センター
高齢者総合相談支援業務、権利擁護、予防給付、地域支援事業、
ケアマネジメント

保育所 保育所の運営

出納室 - 村予算の収支・決算、現金・基金の収納・管理

教育委員会事務局
教育課

教育委員会 教育行政

学校教育係 小学校・中学校の運営、奨学金

社会教育係
生涯学習、社会教育、社会体育、文化振興、
公民館・体育文化施設管理運営

文化財・村史編さん係 指定文化財の保護、歴史民俗資料館、村史編さん

議会事務局 - 議会運営、監査

４月からの役場業務一覧 ※赤字が今回再編された部署や業務内容です。

令和５年 

役
場
の

組
織
機
構
が

変
わ
り
ま
し
た

防
災
体
制
の
整
備
を
推
進

今
後
30
年
以
内
に
70
％
〜
80
％
の
確
率
で
起
こ
る

と
い
う
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
、
地
域
防
災
に
つ
い

て
の
潮
流
を
見
据
え
て
、
「
事
後
対
策
」
か
ら

「
事
前
対
策
重
視
」
へ
。
総
務
課
防
災
部
門
を
独

立
し
、
防
災
対
策
課
と
し
ま
す
。

観
光
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出
↓
移
住
定
住
へ

　
総
務
課
企
画
グ
ル
ー
プ
と
産
業
課
観
光
グ
ル
ー

プ
を
あ
わ
せ
て
、
企
画
観
光
課
と
し
ま
す
。
豊
か

な
観
光
資
源
を
活
用
し
て
関
係
人
口
を
増
や
し
、

移
住
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

業
務
内
容
の
変
化
に
よ
る
事
務
分
掌
の
再
配
置

　ダ
ム
対
策
業
務
は
「
ダ
ム
及
び
砂
利
」
対
策
か

ら
「
ダ
ム
及
び
堆
積
土
砂
」
対
策
へ
。
水
道
業
務

は
「
建
設
」
か
ら
「
維
持
管
理
」
へ
。
企
画
業
務

は
「
復
旧
・
復
興
」
か
ら
「
移
住
定
住
」
へ
。
業

務
内
容
の
変
化
に
伴
い
事
務
分
掌
を
再
配
置
し
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
１
月
に
実
施
し
た
役
場
組
織
の
再
編
か
ら
５

年
。
近
年
の
社
会
情
勢
や
村
民
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
業
務
内
容

の
変
化
に
対
応
し
、
適
正
な
人
事
管
理
及
び
業
務
の
執
行
管

理
の
た
め
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
役
場
組
織
の
再
編
を

行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

４
月
か
ら

課
や
係
の
再
編
・
名
称
な
ど
一
部
変
更
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課

役場庁舎 １階

お問い合わせ

総務課 ☎ － －

●各課のお問い合わせ先電話番号は
情報ひろば（ ページ）をご覧ください。
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事 業 名 当初予算額
十津川村駅伝大会第70回記念大会事業 372万3千円
出産、子育て応援交付金事業 240万円
民間賃貸住宅整備促進支援事業 2,400 万円
フォレスター受入事業 944万4千円
森林植物公園滞在型観光拠点整備事業 1,005 万9千円
十津川村公共施設解体事業 2億6,031 万2千円
村営タクシー運行業務委託事業 2,328 万5千円
道路災害復旧事業（村道平谷真砂瀬線） 1億8,000万円

各特別会計の予算額

会 計 名 当初予算額 前年度比
国民健康保険事業特別会計 4億4,566 万6千円 ▲1.5%
後期高齢者医療特別会計 6,914 万2千円 ▲1.8%
国民健康保険診療所事業特別会計 1億8,459万2千円 2.0%
介護保険事業特別会計 6億7,007 万5千円 ▲3.2%
簡易水道事業特別会計 3億419万4千円 15.4%
貯木場等維持管理事業特別会計 4億3,612 万円 ▲8.3%
十津川温泉事業特別会計 2,837 万2千円 0.0%
湯泉地温泉事業特別会計 1,422万9千円 6.0%

一般会計

歳出
一般会計

歳入

一般会計 57 億9,500 万円
（前年度比 1億5,700万円増）

特別会計 21 億5,239 万円（前年度比 2,593 万7千円減）

村
の
家
計
簿

令
和
５
年
度
当
初
予
算

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

令和５年度の主な事業

お問い合わせ
財政課

☎0746 62 0903

総務費
億 万 千円

公債費
億 万 千円

土木費
億 万 千円

農林水産業費
億 万 千円

教育費
億 万 千円

災害復旧費
億 万円

商工費
億 万 千円 千円

予備費
万円

衛生費
億 万 千円

消防費
億 万 千円

議会費
万

民生費
億 万 千円

地方交付税
億
万円

村税
億 万円

村債
億 万円

国庫支出金
億 万 千円

県支出金
億 万 千円

地方消費税交付金
万円

繰入金
億 万 千円

使用料及び手数料
億 万 千円

財産収入
万 千円

その他
万 千円

諸収入
億 万 千円

地方譲与税
億 万 千円

【
　
】は
旧
職

(

３
月
31
日
付)

〇
参
事
級

▼
川
口
裕
之
・
奈
良
県 

産
業
・
観
光
・
雇
用
振
興

部 

地
域
産
業
課 

課
長
補
佐【
総
括
参
事
】

▼
西
尾
勇
哉
・
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー【
奈

良
県
派
遣
診
療
所
医
師
】

〇
退
職

▼
中
井
久
視【
会
計
管
理
者(

兼)

出
納
室
長
】

▼
松
葉
直
美【
十
津
川
中
学
校
調
理
員
】

▼
中
根
健
一
郎【
産
業
課
課
長
補
佐(

林
業
グ
ル

ー
プ)(

兼)

三
者
共
有
資
産
管
理
運
営
室
長
】

▼
表
谷
翔
太【
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事
】

〇
派
遣

▼
吉
川
由
一・
総
務
課
主
事(

奈
良
県
派
遣)

市

町
村
振
興
課【
議
会
事
務
局
主
事
】

(

４
月
１
日
付)

〇
参
事
級

▼
小
川
幸
春
・
総
括
参
事【
奈
良
県 

食
と
農
の

振
興
部 

担
い
手
・
農
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
】

▼
山
下
裕
理
・
奈
良
県
派
遣
診
療
所
医
師【
奈

良
県 

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
】

▼
鎌
塚
康
史
・
建
設
課
参
事【
建
設
課
長
】

〇
課
長
級

▼
浦
修
・
会
計
管
理
者(

兼)

出
納
室
長【
財
政

課
長
】

▼
西
岡
宏
樹
・
防
災
対
策
課
長【
施
設
課
長
】

▼
栃
谷
憲
一
郎
・
財
政
課
長【
教
育
委
員
会
教
育

課
長
】

▼
田
中
秀
憲
・
企
画
観
光
課
長【
産
業
課
指
導

主
事(

観
光
グ
ル
ー
プ)

】

▼
馬
場
健
一・
農
林
課
長【
産
業
課
長
】

▼
大
前
貴
広
・
建
設
課
長【
建
設
課
指
導
技
師

(

河
川
・
ダ
ム
対
策
グ
ル
ー
プ)

】

▼
辻
村
伸
介
・
施
設
課
長【
施
設
課
主
幹
】

▼
松
村
哲
也
・
教
育
委
員
会
教
育
課
長【
教
育

委
員
会
教
育
課
課
長
補
佐
】

〇
課
長
補
佐
級

▼
浦
恵
・
総
務
課
課
長
補
佐【
総
務
課
課
長
補

佐(

企
画
グ
ル
ー
プ)

】

▼
松
村
智
津
・
総
務
課
課
長
補
佐【
総
務
課
課

長
補
佐
住
民
課
課
長
補
佐
】

▼
千
葉
幸
・
防
災
対
策
課
課
長
補
佐【
福
祉
事

務
所
次
長
】

▼
玉
置
雄
一
郎
・
企
画
観
光
課
課
長
補
佐【
産
業

課
係
長
】

▼
若
山
学
・
農
林
課
主
幹【
産
業
課
主
幹
】

▼
阪
泰
二
・
農
林
課
課
長
補
佐(

兼)

三
者
共
有

資
産
管
理
運
営
室
長【
施
設
課
課
長
補
佐
】

▼
後
木
雅
貴
・
農
林
課
課
長
補
佐(

兼)

農
業
委

員
会
事
務
局
長【
産
業
課
課
長
補
佐(

農
業

グ
ル
ー
プ)(

兼)

農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

▼
玉
置
広
之
・
建
設
課
課
長
補
佐【
財
政
課
係

長
】

▼
千
葉
陽
一・
施
設
課
課
長
補
佐【
建
設
課
課
長

補
佐(

水
道
グ
ル
ー
プ)

】

▼
北
直
美
・
住
民
課
課
長
補
佐【
建
設
課
課
長

補
佐
】

▼
沼
平
善
史
・
福
祉
事
務
所
次
長【
福
祉
事
務

所
係
長
】

▼
中
畑
恵
美
・
教
育
委
員
会
教
育
課
課
長
補
佐

【
総
務
課
課
長
補
佐(

総
務
防
災
グ
ル
ー
プ)

】

〇
係
長
級

▼
神
谷
明
成
・
総
務
課
係
長【
総
務
課
主
査
】

▼
山
香
慶
造
・
防
災
対
策
課
係
長【
総
務
課
係

長
】

▼
鎌
倉
由
美
子
・
建
設
課
係
長【
施
設
課
係
長
】

▼
松
本
亜
湖
・
診
療
所
係
長【
総
務
課
係
長
】

▼
和
田
一
幸
・
議
会
事
務
局
係
長(

兼)

監
査
委

員
事
務
局【
産
業
課
係
長(

兼)

三
者
共
有
資

産
管
理
運
営
室
】

▼
上
田
小
巻
・
教
育
委
員
会
教
育
課
係
長【
診

療
所
係
長
】

〇
主
査
級

▼
東
光
・
財
政
課
主
査【
教
育
委
員
会
教
育
課

主
査
】

▼
鈴
木
悠
太
・
企
画
観
光
課
主
査【
産
業
課
主

査
】

▼
弓
場
麻
妃
・
企
画
観
光
課
主
査【
総
務
課
主

査
】

▼
浦
健
太
・
農
林
課
主
査(

兼)

三
者
共
有
資
産

管
理
運
営
室【
産
業
課
主
査
】

▼
玉
田
直
嗣
・
農
林
課
主
査(

兼)

農
業
委
員
会

事
務
局【
産
業
課
主
査
】

▼
玉
置
那
津
子
・
住
民
課
保
健
師(

主
査)

【
住

民
課
保
健
師(

主
事)(

育
児
休
暇)

】

▼
金
森
悠
・
福
祉
事
務
所
主
査【
産
業
課
主
査
】

▼
平
瀬
元
貴
・
教
育
委
員
会
教
育
課
主
査【
建

設
課
主
査
】

▼
髙
山
斉
明
・
教
育
委
員
会
教
育
課
主
査【
施

設
課
主
査
】

〇
主
事
級

▼
塚
明
日
夏
・
総
務
課
主
事【
施
設
課
主
事
】

▼
東
美
希
・
議
会
事
務
局
主
事（
兼
）監
査
委
員

事
務
局【
住
民
課
主
事
】

▼
松
﨑
友
哉
・
企
画
観
光
課
主
事【
総
務
課
主

事(
奈
良
県
派
遣)

市
町
村
振
興
課
】

▼
野
依
莞
奈
・
企
画
観
光
課
主
事【
総
務
課
主
事
】

▼
小
林
元
・
農
林
課
主
事(

兼)

三
者
共
有
資
産

管
理
運
営
室【
産
業
課
主
事(

兼)

三
者
共
有

資
産
管
理
運
営
室
】

▼
川
北
達
也
・
奈
良
県
派
遣
農
林
課
主
事【
奈

良
県
】

▼
敷
地
浩
樹
・
建
設
課
主
事【
産
業
課
主
事(

兼

)

農
業
委
員
会
事
務
局
】

▼
中
泉
光
稀
・
施
設
課
主
事【
建
設
課
主
事
】

▼
小
渕
友
博
・
施
設
課
主
事【
建
設
課
主
事
】

〇
保
育
士

▼
小
田
萌
美
・
小
原
保
育
所(

主
事)

【
み
ど
り

保
育
所(

主
事)

】

〇
調
理
員

▼
横
倉
稚
佳
子
・
十
津
川
中
学
校【
十
津
川
第
一

小
学
校
】

▼
熊
澤
育
人
・
十
津
川
第
一
小
学
校【
十
津
川
第

二
小
学
校(

兼)

み
ど
り
保
育
所
】

〇
新
規
採
用

▼
山
田
耀
将
・
総
務
課
主
事

▼
中
島
由
圭
莉
・
施
設
課
技
師

▼
玉
置
東
成
・
施
設
課
主
事

▼
増
谷
皐
・
福
祉
事
務
所
主
事

(

４
月
10
日
付)

〇
係
長
級

▼
四
方
大
輔
・
福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員

(

係
長)(

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣)

【
福
祉
事

務
所
介
護
支
援
専
門
員(

係
長)

】

〇
主
査
級

▼
森
依
里
子
・
福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員

(

主
査)

【
福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員

(

主
査) (

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣)

】

役
場
人
事
異
動

57 億
9,500 万円

57 億
9,500 万円
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事 業 名 当初予算額
十津川村駅伝大会第70回記念大会事業 372万3千円
出産、子育て応援交付金事業 240万円
民間賃貸住宅整備促進支援事業 2,400 万円
フォレスター受入事業 944万4千円
森林植物公園滞在型観光拠点整備事業 1,005 万9千円
十津川村公共施設解体事業 2億6,031 万2千円
村営タクシー運行業務委託事業 2,328 万5千円
道路災害復旧事業（村道平谷真砂瀬線） 1億8,000万円

各特別会計の予算額

会 計 名 当初予算額 前年度比
国民健康保険事業特別会計 4億4,566 万6千円 ▲1.5%
後期高齢者医療特別会計 6,914 万2千円 ▲1.8%
国民健康保険診療所事業特別会計 1億8,459万2千円 2.0%
介護保険事業特別会計 6億7,007 万5千円 ▲3.2%
簡易水道事業特別会計 3億419万4千円 15.4%
貯木場等維持管理事業特別会計 4億3,612 万円 ▲8.3%
十津川温泉事業特別会計 2,837 万2千円 0.0%
湯泉地温泉事業特別会計 1,422万9千円 6.0%

一般会計

歳出
一般会計

歳入

一般会計 57 億9,500 万円
（前年度比 1億5,700万円増）

特別会計 21 億5,239 万円（前年度比 2,593 万7千円減）

村
の
家
計
簿

令
和
５
年
度
当
初
予
算

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

令和５年度の主な事業

お問い合わせ
財政課

☎0746 62 0903

総務費
億 万 千円

公債費
億 万 千円

土木費
億 万 千円

農林水産業費
億 万 千円

教育費
億 万 千円

災害復旧費
億 万円

商工費
億 万 千円 千円

予備費
万円

衛生費
億 万 千円

消防費
億 万 千円

議会費
万

民生費
億 万 千円

地方交付税
億
万円

村税
億 万円

村債
億 万円

国庫支出金
億 万 千円

県支出金
億 万 千円

地方消費税交付金
万円

繰入金
億 万 千円

使用料及び手数料
億 万 千円

財産収入
万 千円

その他
万 千円

諸収入
億 万 千円

地方譲与税
億 万 千円

【
　
】は
旧
職

(

３
月
31
日
付)

〇
参
事
級

▼
川
口
裕
之
・
奈
良
県 
産
業
・
観
光
・
雇
用
振
興

部 

地
域
産
業
課 

課
長
補
佐【
総
括
参
事
】

▼
西
尾
勇
哉
・
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー【
奈

良
県
派
遣
診
療
所
医
師
】

〇
退
職

▼
中
井
久
視【
会
計
管
理
者(

兼)

出
納
室
長
】

▼
松
葉
直
美【
十
津
川
中
学
校
調
理
員
】

▼
中
根
健
一
郎【
産
業
課
課
長
補
佐(

林
業
グ
ル

ー
プ)(

兼)

三
者
共
有
資
産
管
理
運
営
室
長
】

▼
表
谷
翔
太【
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事
】

〇
派
遣

▼
吉
川
由
一・
総
務
課
主
事(

奈
良
県
派
遣)

市

町
村
振
興
課【
議
会
事
務
局
主
事
】

(

４
月
１
日
付)

〇
参
事
級

▼
小
川
幸
春
・
総
括
参
事【
奈
良
県 

食
と
農
の

振
興
部 

担
い
手
・
農
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
】

▼
山
下
裕
理
・
奈
良
県
派
遣
診
療
所
医
師【
奈

良
県 

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
】

▼
鎌
塚
康
史
・
建
設
課
参
事【
建
設
課
長
】

〇
課
長
級

▼
浦
修
・
会
計
管
理
者(

兼)

出
納
室
長【
財
政

課
長
】

▼
西
岡
宏
樹
・
防
災
対
策
課
長【
施
設
課
長
】

▼
栃
谷
憲
一
郎
・
財
政
課
長【
教
育
委
員
会
教
育

課
長
】

▼
田
中
秀
憲
・
企
画
観
光
課
長【
産
業
課
指
導

主
事(

観
光
グ
ル
ー
プ)

】

▼
馬
場
健
一・
農
林
課
長【
産
業
課
長
】

▼
大
前
貴
広
・
建
設
課
長【
建
設
課
指
導
技
師

(

河
川
・
ダ
ム
対
策
グ
ル
ー
プ)

】

▼
辻
村
伸
介
・
施
設
課
長【
施
設
課
主
幹
】

▼
松
村
哲
也
・
教
育
委
員
会
教
育
課
長【
教
育

委
員
会
教
育
課
課
長
補
佐
】

〇
課
長
補
佐
級

▼
浦
恵
・
総
務
課
課
長
補
佐【
総
務
課
課
長
補

佐(

企
画
グ
ル
ー
プ)

】

▼
松
村
智
津
・
総
務
課
課
長
補
佐【
総
務
課
課

長
補
佐
住
民
課
課
長
補
佐
】

▼
千
葉
幸
・
防
災
対
策
課
課
長
補
佐【
福
祉
事

務
所
次
長
】

▼
玉
置
雄
一
郎
・
企
画
観
光
課
課
長
補
佐【
産
業

課
係
長
】

▼
若
山
学
・
農
林
課
主
幹【
産
業
課
主
幹
】

▼
阪
泰
二
・
農
林
課
課
長
補
佐(

兼)

三
者
共
有

資
産
管
理
運
営
室
長【
施
設
課
課
長
補
佐
】

▼
後
木
雅
貴
・
農
林
課
課
長
補
佐(
兼)

農
業
委

員
会
事
務
局
長【
産
業
課
課
長
補
佐(

農
業

グ
ル
ー
プ)(

兼)

農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

▼
玉
置
広
之
・
建
設
課
課
長
補
佐【
財
政
課
係

長
】

▼
千
葉
陽
一・
施
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▶
講
師
を
務
め
る
玉
置
裕
子
さ
ん

▲プラグスマーケットのオープニングセレモニー

▲商品の陳列棚にはKIRIDAS制作の木製什器を使用。来店者は木の香りを
　感じたり、木に触れたりして村の魅力を感じられる。

◀
完
成
し
た
中
串
残
土
処
分

場
。
急
峻
な
地
形
の
十
津
川

村
で
は
貴
重
な
平
地
で
、地

元
住
民
と
協
議
し
な
が
ら
今

後
の
活
用
方
法
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

◀
小
山
手
村
長
、首
藤
恭
子
・
橿
原

店
長
、尾
原
謙
治
・
取
締
役
専
務
執

行
役
員（
右
か
ら
）

　2月23日～ 24日に東京で行われた「にっぽんの宝物JAPAN
グランプリ」(主催：株式会社にっぽんの宝物)で、十津川ジビエ
塾(大字高滝、中垣英一塾長)の「ジビエ」が肉・海産物調理／加
工部門で準グランプリを受賞しました。十津川ジビエ塾は、12
月に開催された地方大会の「奈良県の宝物グランプリ」の素材・

加工部門で準グランプリ
を受賞。今回の全国大会では、11部門81事業者が出場しました。
　十津川ジビエ塾は「ジビエの本当の美味しさを日本中に広めたい」と、美
味しさの秘訣である新鮮さを第一に処理を行います。また、「山は宝の宝
庫」と話し、捕獲・駆除されて破棄されてしまう多くの鹿や猪の活用率の向
上を目指し、ジビエだけではなく、ペットフードや革製品に加工するなど、命
を無駄にしない取組みをしています。

に 十津川ジビエ塾のジビエ 肉・海産物調理／加工部門で
っぽんの宝物「ジビエ」準グランプリ

　2月28日、十津川村は近鉄百貨店橿原店(橿原市)と「地域創
生の相互連携に関する協定」を締結しました。この協定は、相互
の資源を活用した連携事業を展開し、地域の発展に寄与すること
が目的です。観光振興や産業振興のほか、SDGs(持続可能な開
発目標)の進展や十津川高校のPRなどでも連携していきます。

　3月15日には、近鉄橿原店の１階に「近鉄百貨店」と「ハンズ」のコラボに
よる地域密着型の売り場「プラグスマーケット近鉄橿原店」がオープンしま
した。この売り場の一角には、十津川村産の木材を使った商品陳列棚が設
置されています。
　プラグスマーケット近鉄橿原店は、地域の魅力発信や産業振興など地域
の人々が楽しめる・役に立つ・元気になる売り場づくりを目指します。十津
川村など奈良県中南部の隠れた地場産物をはじめ、ものづくりの作り手や
クリエイターたちとの交流できるイベントなども行われます。

近 プラグスマーケットに十津川村産材の木製什器設置
鉄百貨店と地域創生の協定を締結

　3月19日、光和建設株式会社の代表取締役・栗
原圭文様より、診療所へ四駆の軽自動車「ekクロス
スペース」を寄贈していただきました。
　往診や、小原診療所から上野地診療所までの職
員の移動などに利用させていただきます。

光 診 療 所 の 往 診 な ど に 活 用
和建設㈱が自動車を寄贈

　3月30日、奈良県交通安全協会や公益財団法人奈
良県防犯協会より、子どもの交通安全や事件・事故防
止のための物品を寄贈していただきました。いただ
いた交通安全ランドセルカバーや防犯標語「いかの
おすし」下敷きなどは、村立小学校の新一年生に配ら
れ、児童の安全のために活用させていただきます。

新 交 通 安 全 協 会 、防 犯 協 会 よ り
一年生へ 安全を願って寄贈

　3月17日、十津川高校を卒業後、自衛官候補生
（陸上）として自衛隊へ入隊が決まった谷口成央（な
お）さんの入隊予定者激励会が役場で行われ、自衛
隊奈良地方協力本部長や村長などからお祝いや激
励の言葉や記念品が贈られました。谷口さんは「自
分の将来を決められないときに自衛官候補生とい
う道があると知った。2年間勤務するなかで、将来
のことも考えていきたい」と話しました。

自 十 津 川 高 校 卒・谷 口 さ ん 決 意 表 明
衛隊入隊予定者を激励

　毎週水曜日、朝7時から十津川村民ひろばミーティング
ルーム(大字折立)で、地域の住民たちが集まってラジオ
体操を行っています。
　講師は、地域の活性化を目指して集まった「折立活性化
委員会」のメンバーである玉置裕子さん。ラジオ体操のほ
か、ストレッチや体つくり運動など、自分の体力や体調に合
わせて無理のない範囲で行える約30分間の運動を行い
ます。玉置さんは「時間がなければ6分間のラジオ体操だ
けでも参加してもらえたら」と話します。
　この活動は、令和3年11月に始まりました。参加者は、
「30分やからできるし、終わったらスッキリします。体のバ
ランスも良くなり、ゆたゆたせんと、徐々に良うなってま
す」とラジオ体操を続けて運動効果を実感しています。
　ラジオ体操にはどなたでも参加できます。予約や事前

の連絡は不要。水曜日朝7時に
ミーティングルームにお越しくだ
さい。
　いつまでも健康で元気に暮ら
せるよう、一緒にラジオ体操をし
ませんか。

健 水 曜 あ さ ７ 時  健 康 保 持 を 目 指 し て
康で活気ある村に ラジオ体操

　中串残土処分場整備事業が竣工したことから、3月19
日、地元住民を招き、旧みどり保育所（大字重里）で完成式
典が行われました。長期にわたった事業への理解と協力に
感謝するとともに、事業の経過報告が行われ、残土処分場の
完成を祝いました。
　二津野ダム湖に注ぐ西川の流域は、地質が脆弱であるた
め山林からの土砂流入が多く、ダム湖内の堆砂対策のため
残土処分場の確保が求められました。残土処分場の整備
事業は十津川村と電源開発株式会社の協力協定により行
われ、計画立案から34年の歳月を経て、総事業費21億円
の事業が完成しました。事業について詳しくは、村報とつか
わ5月号でお知らせします。

中 事 業 の 理 解 と 協 力  地 元 住 民 に 感 謝
串 残 土 処 分 場 完 成 式 典
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ランスも良くなり、ゆたゆたせんと、徐々に良うなってま
す」とラジオ体操を続けて運動効果を実感しています。
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の連絡は不要。水曜日朝7時に
ミーティングルームにお越しくだ
さい。
　いつまでも健康で元気に暮ら
せるよう、一緒にラジオ体操をし
ませんか。

健 水 曜 あ さ ７ 時  健 康 保 持 を 目 指 し て
康で活気ある村に ラジオ体操

　中串残土処分場整備事業が竣工したことから、3月19
日、地元住民を招き、旧みどり保育所（大字重里）で完成式
典が行われました。長期にわたった事業への理解と協力に
感謝するとともに、事業の経過報告が行われ、残土処分場の
完成を祝いました。
　二津野ダム湖に注ぐ西川の流域は、地質が脆弱であるた
め山林からの土砂流入が多く、ダム湖内の堆砂対策のため
残土処分場の確保が求められました。残土処分場の整備
事業は十津川村と電源開発株式会社の協力協定により行
われ、計画立案から34年の歳月を経て、総事業費21億円
の事業が完成しました。事業について詳しくは、村報とつか
わ5月号でお知らせします。

中 事 業 の 理 解 と 協 力  地 元 住 民 に 感 謝
串 残 土 処 分 場 完 成 式 典
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バーコード
スマホアプリ利用時や、コン
ビニ納付に利用します。

地方税統一QR コード
地方税共同機構が提供する
「地方税お支払いサイト」か
ら QR コードを読み取って
納付します。
印字された番号（eL 番号）
の入力でも納付可能です。

地方税統一QR コード（eL-QR）

eL 番号

バーコード

村
税
の
お
支
払
い
が

便
利
に
な
り
ま
す

共通納税導入によるＱＲコードつき納付書の発行

　令和５年５月発送の納付書より、随時、コンビニ
納付が可能な納付書へ切り替えを行います。対象
は、右の４税目です。
　全国のコンビニで24時間お支払い可能になります
ので、村外にお出かけの際にご利用ください。

　全国の市区町村で、軽JNKS（ジェンクス）
が、令和5年1月4日より導入されています。軽自
動車税の納付状況を確認できるシステムによ
り、車検のときに要していた「納税証明書」の
提示をしなくても、車検が受けられるようにな
りました。
　そのため、令和5年度より発行する軽自動車税
納付書についていた「軽自動車税納付証明書」
を廃止します。また、口座より引き落としして
いた納税者への納税証明書の郵送も同時に廃止
することになります。口座引き落としの結果
（領収）は、今後は通帳の記帳によりご確認く
ださい。
　ただし、下記のとおり紙の納税証明書が必要
な場合は、役場財政課窓口で納税証明書を無料
で発行しますので、ご連絡ください。

五條消防署管内では令和5年1月から2月末日に

かけて10件の火災（建物火災４件、林野火災
１件、その他の火災５件）が発生しました。そ

の他の火災においては、焼却行為から周囲に燃

え広がり火災となったものが多数ありました。

また、建物火災では死者１人、その他火災では
負傷者1人が発生しています。

建物火災予防ポイント

スマホで電子決済もできます

全国の金融機関窓口で支払いが可能です

　また、電子決済も導入。自宅に居ながら村税をス
マートフォンでお支払いができます。スマホアプリの
場合は、アプリ起動後にコンビニ納付用のバーコード
を読み取ってください（QRコードではありません）。
　右記、６つのスマホアプリ（アプリ決済サービス）
が利用可能となります。
　ぜひ、ご利用いただき期限内納付をお願いします。

　コンビニ納付用のバーコードに加え、共通納税システムに対応するQRコードを納付書に印字して発送しま
す。全国のQRコード対応金融機関の窓口にて納付が可能になります。
　窓口でお支払い可能な金融機関は、南都銀行、新宮信用金庫、JAならけん（奈良県農業協同組合）、ゆう
ちょ銀行・郵便局（近畿２府４県に限る）のみでしたが、他の「全国の地方統一QRコード対応金融機関窓
口」でもお支払いが可能になります。例えば、メガバンク（みずほ銀行、三菱UFJ銀行、三井住友銀行）など
の全国の窓口で村税をお支払いいただくことができます。
　また、インターネットの「お支払いサイト」では、クレジットカードなどでのお支払いも可能になりま
す。別途、サイトへの登録及び申請等が必要となります（サイトへの接続費用などは納税者負担、自己責任
において手続きをおこなってください）。

紙の納税証明書が必要となる場合

●二輪の小型自動車（排気量 250cc 超の
二輪車）

●軽自動車税（種別割）を納付したばか
りで、軽 JNKS に納付情報が反映されて
いない場合

●中古車の購入直後の場合

●他の市町村に引っ越した直後の場合

●対象車両に過去の軽自動車税（種別割）
の未納がある場合

◀地方税統一QRコード対応
金融機関は、こちらをご覧く
ださい。（地方税共同機構）
https://www.eltax.lta.go.jp/kyoutsu
unouzei/kinyukikan/

地方税お支払いサイト▶
（地方税共同機構）
https://www.payment.eltax.lta.
go.jp/pbuser

お問い合わせ
財政課 ☎ － －

お問い合わせ
奈良県広域消防組合 五條消防署十津川分署

☎０７４６－６４－１１９０

設置がまだの
ご家庭は早急に
設置しましょう

設置していますか？

住宅用
火災警報器

ストーブの周りに
燃えやすいものを
置かない！

天ぷらなど
コンロ使用時は
火のそばから離れない！

コンセントは
ほこりを清掃し、
不必要なプラグは抜く！

対象の税目

●村・県民税（住民税）
　普通徴収分
●固定資産税
●軽自動車税
●国民健康保険税

スマホ決裁アプリ

●PayPay 請求書払い
●LINE Pay 請求書払い
●PayB
●J-Coin 請求書払い
●ｄ払い 請求書払い
●au PAY 請求書払い

コンビニエンスストアにて納付が可能に！軽ＪＮＫＳ（ジェンクス）の導入

コンビニ納付が可能な納付書に切り替えます「軽自動車税納付証明書」を廃止します

だより
財 政
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役場代表
電　　話 0746-62-0001
F　A　X 0746-62-0210
IPフォン 050-5004-6720
　　　　　050-5004-6721
　　　　　050-5004-6722

庁舎１階
住民(住民)
　　(保健衛生)
福祉(福祉)
　　(介護保険)
施設(施設)
　　(水道)
出納
財政
建設(道路・河川）
　　(用地・ダム）

62-0900
62-0911
62-0902
62-0901
62-0905
62-0908
62-0906
62-0903
62-0904
62-0907

庁舎2階
総務
防災対策
企画観光
農林(農業)
　　(林業)
教育

庁舎３階
議会事務局

62-0001
62-0910
62-0004
62-0005
62-0909
62-0003

62-0002

庁外
衛生センター
し尿処理場
小原診療所
上野地診療所
歴史民俗資料館
体育文化センター

役場以外
観光協会
森林館（古ル野）
駅の道十津川郷

63-0391
63-0291
63-0040
68-0207
62-0137
63-0067

63-0200
62-0567
63-0003

泉湯
滝の湯
庵の湯
温泉プール
高森の郷
社会福祉協議会
北部保健センター
森林組合
商工会
十津川村警察庁舎
五條消防十津川分署
五條消防大塔分署

62-0090
62-0400
64-1100
64-0762
64-1800
64-0666
68-0017
64-0301
62-0132
63-0110
64-1190
0734-36-0317
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お
知
ら
せ

【
無
料
法
律
相
談
】

　
奈
良
弁
護
士
会
の
担
当
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

■申 

要
予
約
。
左
記
問
合
せ
先
に
申
込
み
。

　 

２
週
間
前
か
ら
平
日
の
み
受
け
付
け
。

■時 

５
月
25
日（
木
）

　 

午
後
１
時
〜
４
時

■所 

十
津
川
村
役
場
　
第
２
会
議
室

■問 

奈
良
弁
護
士
会
・
中
南
和
法
律
相
談
係

　 

☎
０
７
４
２・
22
・２
０
３
５

【
児
童
福
祉
出
張
相
談
】

　
原
則
満
18
歳
未
満
の
児
童
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
、児
童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司
が

無
料
で
応
じ
ま
す
。

■申 

要
予
約
。
左
記
問
合
せ
先
に
申
込
み
。

■時 

・■所 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
①
吉
野
町
中
央
公
民
館（
吉
野
町
）

　
　
６
月
9
日(

金)

、８
月
10
日(

木)

、

　
　
10
月
13
日(

金)

、12
月
８
日(

金)

、

　
　
２
月
９
日(

金)

　
②
下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
下
市
町
）

　
　
５
月
12
日(

金)

、７
月
14
日(

金)

、

　
　
９
月
８
日(

金)

、11
月
10
日(

金)

、

　
　
１
月
12
日(

金)

、３
月
８
日(

金)

■申 

奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５・
22
・６
０
７
９

【
無
料
労
働
相
談
会
を
毎
月
実
施
】

　
奈
良
県
労
働
委
員
会
の
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正
・
中

立
な
立
場
で
解
雇
や
賃
金
問
題
、パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談（
募
集

や
採
用
の
相
談
は
除
く
）に
応
じ
ま
す
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県
内
在
住
ま
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働
者
、

　
　
　
県
内
に
事
業
所
が
あ
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主

■申 

前
々
日
の
午
後
２
時
ま
で
に
要
予
約
。

　 

左
記
問
合
せ
先
に
申
込
み
。

■時 

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
木
曜
日

　 

午
後
３
時
〜
４
時

　（
相
談
時
間
１
人
30
分
間
）

　※

４
月
は
13
日（
木
）実
施

■所 

奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎（
奈
良
市
）　

■問 

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
７
４
２・
20
・４
４
３
１

http://w
w
w
.pref.nara.jp/1704.

htm

村では、令和４年４月より道路の占用に
ついて条例の新設や改正を行いました。
道路敷（村道、林道、農道）を占用する場
合は、申請が必要です。

●例えば…
　・道路敷地内の獣害用ネットや電気柵
の設置

　・浄化槽設置時の排水管の敷設
　・灌漑用ホース（農業用）の敷設
　・看板などの設置  　　　　など

※申請を行わず無許可で道路敷地内に
工作物などを設置することは「不法占
用」として行政指導の対象となります。
また、占用物件によっては占用料金が発
生します。　

詳しくはお問い合わせください。

　　　 　　 建設課　道路・河川係
 　　  ☎０７４６－６２－０９０４

※ＱＲコードを読み取れない場
合は、アプリストアで「ライフビ
ジョン」を検索してください。

道路の占用について

問

スマホで
「防災とつかわ」の
お知らせが受け取れます

「ライフビジョン」アプリ
▼▼インストールはこちら！▼▼

Android iOS

▶
ス
マ
ホ
画
面
イ
メ
ー
ジ

教育だより
第175号

【お問い合わせ】
村教育委員会事務局
☎0746-62-0003

■市町村対抗子ども駅伝大会　村の部３位
12月からの練習の成果を発揮し、全体21位と健闘

■早春の植物を観察しました
上野地から谷瀬にかけて徒歩で観察■水泳教室を開催しました

県立五條高等学校水泳部の協力により実施

　
３
月
25
日
、大
字
上
野
地
か
ら
谷
瀬
に

か
け
て
、講
師
に
奈
良
植
物
研
究
会
の
尾

上
聖
子
氏
を
招
き
、植
物
観
察
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、合
計
17
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
観
察
会
で
は
、ツ
ツ
ジ
や
ス
ミ
レ
の
仲
間

な
ど
、道
端
や
田
ん
ぼ
に
見
ら
れ
る
植
物
を

観
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、谷
瀬
の
つ

り
橋
茶
屋
近
く

で
は
ク
マ
ノ
ザ

ク
ラ
の
花
も
観

察
す
る
こ
と
が

で
き
、充
実
し
た

観
察
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
月
28
日
と
29
日
に
、昴
の
郷
温
泉

プ
ー
ル
で
、村
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教

室
は
五
條
高
等
学
校
水
泳
部
の
協
力
で

実
施
し
た
も
の
で
、当
日
は
13
人
の
部
員

が
子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
水
泳
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
全
員
で
30
人
で
、

元
気
よ
く
楽
し
み

な
が
ら
水
泳
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
五
條
高
等
学
校

水
泳
部
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
、橿
原
運
動
公
園
で
、第
18
回

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、実
に
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、１
周
１
６
３
０
ｍ
の
コ
ー
ス

を
１
人
１
周
し
、計
６
人
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、補
欠
の
選
手
は
同

じ
コ
ー
ス
を
走
る
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

レ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
は
12
月
か
ら
行
っ
て
き
た
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
の

タ
イ
ム
を
マ
ー
ク
し
ま
し
た
。

　
全
体
で
は
、参
加
し
た
36
チ
ー
ム
中
21

位
、村
の
部
で
は
、山
添
村
、明
日
香
村
に

続
き
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

　
こ
の
度
、十
津
川
村
史
の「
歴
史
資
料
編（
近
世
２
）」及
び「
自
然
資

料
編
」が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
！

　「
歴
史
資
料
編（
近
世
２
）」は
、既
刊
の「
歴
史
資
料
編（
近
世
１
）」に

引
き
続
き
、十
津
川
村
に
関
わ
る
古
文
書
を
翻
刻（
く
ず
し
字
を
活
字

に
直
す
こ
と
）し
た
も
の
で
す
。
現
代
語
訳
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

項
目
ご
と
に
コ
ラ
ム
や
解
説
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
自
然
資
料
編
」は
、既
刊
の「
地
理・自
然
編
」を
補
足
す
る
内
容
で
、

主
に
地
質
に
関
す
る
資
料
と
、十
津
川
村
で
確
認
さ
れ
た
生
物（
植
物
・

動
物
・
菌
類
）を
網
羅
し
た
目
録
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
編
は
、既
刊
と
併
せ
て
左
記
窓
口
で
販
売
し
て
い
る

ほ
か
、役
場
１
階
の
ら
文
庫
で
貸
出
も
し
て
い
ま
す
。
十
津
川
村
の
主

に
江
戸
時
代
の
様
子
や
、自
然
に
興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆ 価　格◆（1冊あたり）
特別価格：1,000円
※下記に該当する人のみ
十津川村民・新十津川町民・
十津川郷友会員・新十津川町
望郷会員
一般価格：2,000円

◆ 販売窓口 ◆
教育委員会事務局（役場2F）
十津川村歴史民俗資料館（役場前）
※配送も承ります（要送料）
配送をご希望の人は、
下記までお問合せください。

◆ 問合せ ◆
十津川村教育委員会事務局

☎0746-62-0003

購入案内

十津川村史 歴史資料編（近世2）・自然資料編 販売開始！

歴史資料編（近世2）

自然資料編



ひろば

役場代表
電　　話 0746-62-0001
F　A　X 0746-62-0210
IPフォン 050-5004-6720
　　　　　050-5004-6721
　　　　　050-5004-6722

庁舎１階
住民(住民)
　　(保健衛生)
福祉(福祉)
　　(介護保険)
施設(施設)
　　(水道)
出納
財政
建設(道路・河川）
　　(用地・ダム）

62-0900
62-0911
62-0902
62-0901
62-0905
62-0908
62-0906
62-0903
62-0904
62-0907

庁舎2階
総務
防災対策
企画観光
農林(農業)
　　(林業)
教育

庁舎３階
議会事務局

62-0001
62-0910
62-0004
62-0005
62-0909
62-0003

62-0002

庁外
衛生センター
し尿処理場
小原診療所
上野地診療所
歴史民俗資料館
体育文化センター

役場以外
観光協会
森林館（古ル野）
駅の道十津川郷

63-0391
63-0291
63-0040
68-0207
62-0137
63-0067

63-0200
62-0567
63-0003

泉湯
滝の湯
庵の湯
温泉プール
高森の郷
社会福祉協議会
北部保健センター
森林組合
商工会
十津川村警察庁舎
五條消防十津川分署
五條消防大塔分署

62-0090
62-0400
64-1100
64-0762
64-1800
64-0666
68-0017
64-0301
62-0132
63-0110
64-1190
0734-36-0317
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お
知
ら
せ

【
無
料
法
律
相
談
】

　
奈
良
弁
護
士
会
の
担
当
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

■申 

要
予
約
。
左
記
問
合
せ
先
に
申
込
み
。

　 

２
週
間
前
か
ら
平
日
の
み
受
け
付
け
。

■時 

５
月
25
日（
木
）

　 

午
後
１
時
〜
４
時

■所 

十
津
川
村
役
場
　
第
２
会
議
室

■問 

奈
良
弁
護
士
会
・
中
南
和
法
律
相
談
係

　 

☎
０
７
４
２・
22
・２
０
３
５

【
児
童
福
祉
出
張
相
談
】

　
原
則
満
18
歳
未
満
の
児
童
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
、児
童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司
が

無
料
で
応
じ
ま
す
。

■申 

要
予
約
。
左
記
問
合
せ
先
に
申
込
み
。

■時 

・■所 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
①
吉
野
町
中
央
公
民
館（
吉
野
町
）

　
　
６
月
9
日(

金)

、８
月
10
日(

木)

、

　
　
10
月
13
日(

金)

、12
月
８
日(

金)

、

　
　
２
月
９
日(

金)

　
②
下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
下
市
町
）

　
　
５
月
12
日(

金)

、７
月
14
日(

金)

、

　
　
９
月
８
日(

金)

、11
月
10
日(

金)

、

　
　
１
月
12
日(

金)

、３
月
８
日(

金)

■申 

奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５・
22
・６
０
７
９

【
無
料
労
働
相
談
会
を
毎
月
実
施
】

　
奈
良
県
労
働
委
員
会
の
委
員
が
、校
正
・
中

立
な
立
場
で
解
雇
や
賃
金
問
題
、パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談（
募
集

や
採
用
の
相
談
は
除
く
）に
応
じ
ま
す
。

　
　
　
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
労
働
者
、

　
　
　
県
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
主

■申 

前
々
日
の
午
後
２
時
ま
で
に
要
予
約
。

　 

左
記
問
合
せ
先
に
申
込
み
。

■時 

原
則
と
し
て
毎
月
第
２
木
曜
日

　 

午
後
３
時
〜
４
時

　（
相
談
時
間
１
人
30
分
間
）

　※

４
月
は
13
日（
木
）実
施

■所 

奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎（
奈
良
市
）　

■問 

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
７
４
２・
20
・４
４
３
１

http://w
w
w
.pref.nara.jp/1704.

htm

村では、令和４年４月より道路の占用に
ついて条例の新設や改正を行いました。
道路敷（村道、林道、農道）を占用する場
合は、申請が必要です。

●例えば…
　・道路敷地内の獣害用ネットや電気柵
の設置

　・浄化槽設置時の排水管の敷設
　・灌漑用ホース（農業用）の敷設
　・看板などの設置  　　　　など

※申請を行わず無許可で道路敷地内に
工作物などを設置することは「不法占
用」として行政指導の対象となります。
また、占用物件によっては占用料金が発
生します。　

詳しくはお問い合わせください。

　　　 　　 建設課　道路・河川係
 　　  ☎０７４６－６２－０９０４

※ＱＲコードを読み取れない場
合は、アプリストアで「ライフビ
ジョン」を検索してください。

道路の占用について

問

スマホで
「防災とつかわ」の
お知らせが受け取れます

「ライフビジョン」アプリ
▼▼インストールはこちら！▼▼

Android iOS

▶
ス
マ
ホ
画
面
イ
メ
ー
ジ

教育だより
第175号

【お問い合わせ】
村教育委員会事務局
☎0746-62-0003

■市町村対抗子ども駅伝大会　村の部３位
12月からの練習の成果を発揮し、全体21位と健闘

■早春の植物を観察しました
上野地から谷瀬にかけて徒歩で観察■水泳教室を開催しました

県立五條高等学校水泳部の協力により実施

　
３
月
25
日
、大
字
上
野
地
か
ら
谷
瀬
に

か
け
て
、講
師
に
奈
良
植
物
研
究
会
の
尾

上
聖
子
氏
を
招
き
、植
物
観
察
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、合
計
17
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
観
察
会
で
は
、ツ
ツ
ジ
や
ス
ミ
レ
の
仲
間

な
ど
、道
端
や
田
ん
ぼ
に
見
ら
れ
る
植
物
を

観
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、谷
瀬
の
つ

り
橋
茶
屋
近
く

で
は
ク
マ
ノ
ザ

ク
ラ
の
花
も
観

察
す
る
こ
と
が

で
き
、充
実
し
た

観
察
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
月
28
日
と
29
日
に
、昴
の
郷
温
泉

プ
ー
ル
で
、村
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教

室
は
五
條
高
等
学
校
水
泳
部
の
協
力
で

実
施
し
た
も
の
で
、当
日
は
13
人
の
部
員

が
子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
水
泳
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
全
員
で
30
人
で
、

元
気
よ
く
楽
し
み

な
が
ら
水
泳
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
五
條
高
等
学
校

水
泳
部
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
、橿
原
運
動
公
園
で
、第
18
回

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、実
に
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、１
周
１
６
３
０
ｍ
の
コ
ー
ス

を
１
人
１
周
し
、計
６
人
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、補
欠
の
選
手
は
同

じ
コ
ー
ス
を
走
る
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

レ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
は
12
月
か
ら
行
っ
て
き
た
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、全
員
が
自
己
ベ
ス
ト
の

タ
イ
ム
を
マ
ー
ク
し
ま
し
た
。

　
全
体
で
は
、参
加
し
た
36
チ
ー
ム
中
21

位
、村
の
部
で
は
、山
添
村
、明
日
香
村
に

続
き
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

　
こ
の
度
、十
津
川
村
史
の「
歴
史
資
料
編（
近
世
２
）」及
び「
自
然
資

料
編
」が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
！

　「
歴
史
資
料
編（
近
世
２
）」は
、既
刊
の「
歴
史
資
料
編（
近
世
１
）」に

引
き
続
き
、十
津
川
村
に
関
わ
る
古
文
書
を
翻
刻（
く
ず
し
字
を
活
字

に
直
す
こ
と
）し
た
も
の
で
す
。
現
代
語
訳
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

項
目
ご
と
に
コ
ラ
ム
や
解
説
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
自
然
資
料
編
」は
、既
刊
の「
地
理・自
然
編
」を
補
足
す
る
内
容
で
、

主
に
地
質
に
関
す
る
資
料
と
、十
津
川
村
で
確
認
さ
れ
た
生
物（
植
物
・

動
物
・
菌
類
）を
網
羅
し
た
目
録
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
編
は
、既
刊
と
併
せ
て
左
記
窓
口
で
販
売
し
て
い
る

ほ
か
、役
場
１
階
の
ら
文
庫
で
貸
出
も
し
て
い
ま
す
。
十
津
川
村
の
主

に
江
戸
時
代
の
様
子
や
、自
然
に
興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆ 価　格◆（1冊あたり）
特別価格：1,000円
※下記に該当する人のみ
十津川村民・新十津川町民・
十津川郷友会員・新十津川町
望郷会員
一般価格：2,000円

◆ 販売窓口 ◆
教育委員会事務局（役場2F）
十津川村歴史民俗資料館（役場前）
※配送も承ります（要送料）
配送をご希望の人は、
下記までお問合せください。

◆ 問合せ ◆
十津川村教育委員会事務局

☎0746-62-0003

購入案内

十津川村史 歴史資料編（近世2）・自然資料編 販売開始！

歴史資料編（近世2）

自然資料編



福祉だより
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学校行事

お問い合わせ　福祉事務所　☎0746-62-09０1

十津川村地域活き生き支援事業補助金のお知らせ
　魅力ある地域づくりや住民の生きがいづくりのために、自主的かつ主体的な地域福祉
活動を行う団体を支援します。

① ４人以上の構成員を有し、村内を活動拠点とする団体
② 地域での福祉活動を主とした団体

補助対象団体

交付決定日から令和６年３月３１日まで補助期間

① 地域の元気づくりを図る事業
② 地域の生きがいづくりを図る事業
③ 地域住民の健康増進を図る事業
④ 住民が集う場の構築を図る事業
⑤ その他村長が地域づくりなどに必要と認めた事業

補助対象事業

補助対象経費の90％の額とし、10万円が上限となります。
※団体の構成員に対する人件費は対象外とします。

補助率

提出書類　　①　十津川村地域活き生き支援事業補助金申請書
　　　　　　②　事業計画書
　　　　　　③　収支予算書
　　　　　　④　会員名簿（任意の様式）

募集期間　　令和5年5月31日（水）まで

申込方法など

例えば…　体操教室開催に係る講師料、通いの場のための会場使用料、
　　　　　健康器具購入費　など

高校だより

　3月20日に修了式を行いました。修了式では学校長より、春休み中の過ごし
方や命の大切さ、来年度に向けてお話がありました。
　また修了式に続き、退任式と離任式が行われ、この3月で3人の教職員の退
任、そして5人の先生が離任されることになりました。離任する教員から生徒
達にメッセージが送られ、別れを惜しむ生徒が涙を流していました。
　4月からは新たな教員が着任し、生徒達と一緒に十津川高校を盛り上げていきます。

令和4年度修了式・離任式

　3月1日に本校体育館で第75回卒業証書授与
式を挙行しました。ふるさと共生コース10人、
木工芸・美術コース16人の合計26人が本校を
卒業しました。
　3年生にとってこの3年間は新型コロナウイ
ルス感染症の影響で制限され続けた日々でした
が、最後の卒業式は保護者、在校生が出席し、歌
唱時以外は式中マスクを外し、コロナ前と変わ
らぬ様式で行いました。式では担任からの呼名
にしっかり返事をし、学校長から卒業証書が授
与されました。

　式後は各教室に戻り、最後のホームルームを
行いました。担任から手紙が読まれるなど、終始
笑顔に包まれたホームルームでした。3年生た
ちのこれからの進路先での活躍に期待します。
またこれまでの3年間、十津川村の方々には多
くの御支援、御指導をいただきました。本当にあ
りがとうございました。

第75回卒業証書授与式
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健康だより国保だより

 2023.4 村報とつかわ 16村報とつかわ 2023.417

こんなときには必ず14日以内に届出を!!

● 国保の資格が発生した月の分まで、さかのぼって国保税を納めることになります。
● 資格がなくなった後で国保の保険証で医療を受けてしまったときは、国保が負担した分の
　  医療費を後で国保に返還することになります。

届出が遅れると

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746-62-0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746-62-0900

―　お問い合わせ　―

こんなとき 届出に必要なもの
他の市区町村から転入してきたとき
　

職場の健康保険をやめたとき
　

職場の健康保険の被扶養者で

なくなったとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国籍の人が加入するとき

他の市区町村へ転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者に

なったとき

被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

外国籍の人がやめるとき

村内で転居したとき

世帯主、氏名が変わったとき

世帯を分けたり、

一緒になったりしたとき

修学のため、別に住所を定めるとき

保険証をなくしたり、

汚れて使えなくなったとき

転出証明書、はんこ

資格喪失証明書（または退職証明書）、

はんこ

被扶養者でなくなった証明書、

はんこ

はんこ

保護廃止決定通知書、はんこ

在留カード

保険証、はんこ

国保と職場の健康保険証、はんこ
(職場の健康保険が未交付の場合は、加入
したことを証明するもの）

保険証、はんこ

保険証、保護開始決定通知書、

はんこ

保険証、在留カード

保険証、はんこ

保険証、在学証明書（または学生証の写

し）、はんこ

身分を証明するもの（使えなくなった保

険証など）、はんこ

国
保
に
加
入
す
る

国
保
を
や
め
る

そ
の
他

※ 上記以外に本人と確認できるものが必要な場合があります。
※ 75歳になって後期高齢者医療制度に移行するときは、届け出は不要です。

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用の一部助成
　令和元年度から令和5年度までの5年間で、定期接種対象となる年齢の人に接種費用の一
部を公費助成いたします。この予防接種は、肺炎球菌が原因となる肺炎等の感染症にかかっ
たり、重症化予防効果が期待できます。1回の接種で通常5年間予防効果が持続します。

定期接種対象者

定期接種対象者

接種費用

（１）令和5年度内（令和5年4年1日～令和6年3月31日）に下記の年齢になる村民の人

（２）60歳以上65歳未満で下記に該当する人
　　　心臓、腎臓、呼吸器の機能の障害又はヒト免疫不全ウイルスによる
　　免疫の機能に障害を有し、身体障害者手帳1級に相当する人           

上記（１）に該当しない、65歳以上の人

接種期間 令和6年3月31日まで

申込み・問合せ 住民課　保健衛生係（☎０７４６－６２-０９１１）にご連絡ください。

助成が可能な回数 １人につき生涯に１回のみ
（※過去に助成を受けたことがある人は対象外です） 

65歳

70歳

75歳

80歳

昭和33年4月2日
　　　　～昭和34年4月1日
昭和28年4月2日
　　　　～昭和29年4月1日
昭和23年4月2日
　　　　～昭和24年4月1日
昭和18年4月2日
　　　　～昭和19年4月1日

対象生年月日年齢

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和13年4月2日
　　　　～昭和14年4月1日
昭和8年4月2日
　　　　  ～昭和9年4月1日
昭和3年4月2日
　　　　  ～昭和4年4月1日
大正12年4月2日
　　　　～大正13年4月1日

対象生年月日年齢

接種場所
定期接種対象の人

（上記（１）（２）の対象者）
定期接種対象以外の
65歳以上の人

自己負担額

4,000円
4,000円
※場合によっては、自己負担額が4,000円以上になることがあります。

中川医院

診療所

村外医療機関 住民課　保健衛生係に
お問い合わせください 全額自己負担

4,000円
4,000円 4,000円 4,000円

接種できません

助成額 自己負担額 助成額
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年金だより

 2023.4 村報とつかわ 18村報とつかわ 2023.419

人のうごき

大和高田年金事務所 ☎0745-22-3531
住民課（国民年金窓口）　☎0746-62-0900

お問い合わせ

国民年金は“想定外のリスク”に対応できる
 「国の保険」です

（敬称略）

十津川村の住民基本台帳人口
（令和5年４月１日現在）

あとがき
▶役場でも組織の再編や部署異動な
どがあったように、新年度で進学や仕
事場が変わる人など、環境が変わった
人も多いのでは。または、年度替わりを
機に、成長のため自分自身が変わろうと
奮起する人もいるかもしれません。アメ
リカの神学者ラインホルド・ニーバーの
祈りの言葉で有名なものがあります。
『神よ、変えることのできないものを静

穏に受け入れる力を与えてください。変
えるべきものを変える勇気を、そして、
変えられないものと変えるべきものを区
別する賢さを与えてください。』不易流
行とも言いますが、新しく変わりゆく時
代にふさわしい変化は必要です。その
中でも「変えてはいけないもの」と「変
えるべきもの」を識別する知恵を持ちた
いと私も祈るばかりです。　　  （弓場）

今月の「とつかわテレビ」

今月の「ぐっと!奥大和」今月の「ぐっと!奥大和」

自治体放送（11チャンネル）で放送中！
（第1ch）9:00～、17:00～

自治体放送（11チャンネル）で放送中！
（第1ch）13:00～、20:05～

●今月の表紙　七朗桜の里にて（撮影場所：大字上湯川）

お誕生日の
お子さん
募集中!
3歳まで

　掲載を希望される人は、お子さんの写真と次の項目をご準
備のうえ、郵送またはメールでお申し込みください（掲載月の
前月20日までにお送りください）。
【必要項目】
①お子さんの氏名（ふりがな）  ②お住まいの大字  ③生年月日
④お子さんにひとこと（文字数が多い場合は修正します）
〈申込先〉企画観光課（十津川村大字小原225‐1）
 　 kikaku3@vill.totsukawa.lg.jp

●地域創造シンポジウム

 

　こんにちは。十津川村地域おこし協力隊の角
田華子です。
　今月号の「ぐっと！奥大和」は、「奥大和の1年
生」。空中の村で、去年の10月から働いている十
津川村1年生の西本さんと大下さんにお話を伺い
ました。今年の空中の村は何かが違う！　ぜひ
遊びに行ってみてください。

これだけは知ってほし
い

国民年金を 年以上納付
した人が 歳から受け取
る老後のための年金です。

老 齢 基
年
礎
金

６５歳になったとき

国民年金に加入中の人が亡
くなったときの遺族のため
の年金です。
原則、「 歳未満の子のあ
る配偶者」と「 歳未満の
子」が支給対象となります。

ときたくなっ
大黒柱が一家の

亡

遺族 基
年
礎
金

●生涯にわたって受け取れます。
●物価変動などの経済変化に対応しています。
●国民年金保険料の納付免除・猶予制度があります。
※所得などの一定条件を満たす必要があります。

メリット

※ 歳前に発生した障害
も支給対象になります。

障 害 基
年
礎
金

病気や
とき
ケガ で 障害が

残 たっ

国民年金加入中に、病気や
ケガが原因で障害が残っ
たときのための年金です。

Ｑ１ 将来、年金は本当に受け取ることができるの？
Ａ

Ｑ２ 年金は、年をとってからの保障だけなの？
Ａ

Ｑ３ 保険料を払う余裕がないときでも必ず払わないとだめなの？
Ａ

（注）厚生年金保険などに加入されている人、その人に扶養されている配偶者の人は、
国民年金保険料を支払う必要はありません。

はい、もらえます。将来にわたって、持続的で安心できる制度とするための年金財政
の仕組みが導入されています。

障害や遺族に対する保障もあります。国民年金加入中に病気やケガで障害を負うな
ど、一定の障害の状態にある間は「障害基礎年金」が、また、万一ご本人が亡くなっ
たときは、残された子や子のある配偶者に「遺族基礎年金」が支払われます。

20歳以上60歳未満の人（注）は納付する必要があります。ただし、経済的に納付が
困難な人は、納付免除、納付猶予、学生納付特例制度などがあります。
また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した場合、令和2年2
月分以降の保険料の納付が免除・猶予される特例措置も設けられています。

年金の疑問にお答えします！

十津川村議会議員選挙
投票日　   4月23日(日)

投票時間 第１投票区　　　　 午前７時～午後７時
第３～第36投票区　午前７時～午後６時

告示日 4月18日(火)

■ 期日前投票の期間
　４月19日(水)～4月22日(土)

■ 期日前投票の場所と時間
　十津川村役場（第１会議室）
　午前８時30分～午後８時00分

十津川村選挙管理委員会　☎0746－62－0001

おくやみおくやみ
小西 ミナ子   79歳　2月27日（武　蔵）
松田　せき 100歳　3月 1日（上野地）
小山手喜美代   88歳　3月 1日（山　崎）
新谷　昌一   84歳　3月 7日（平　谷）
千葉　　功   96歳　3月11日（玉垣内）
下垣　貞夫   86歳　3月11日（風　屋）
西本 ふくゑ   96歳　3月12日（高　滝）
玉置　辰雄   91歳　3月17日（折　立）
西尾 アイノ   90歳　3月20日（小　原）
和田 よし子   99歳　3月21日（小　原）

ご 結 婚ご 結 婚
3月13日
吉田 雄紀（橿原市）  新谷 毬奈（上野地）

男
115
742
598
1,455
-38

15歳未満
15～64歳
65歳以上
合計
前月比

女
107
559
770
1,436
-13

計
222
1,301
1,368
2,891
-51

○世帯数　1,649世帯(前月比 -28世帯)
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大和高田年金事務所 ☎0745-22-3531
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お問い合わせ
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みどりの日 こどもの日

●消内【小原】

●整形【小原】●休診【上野地】

●消内【小原】

日 月 火 水 木 金 土
4/9

4/16

4/23

4/30

5/7

4/10

4/17

4/24

5/1

5/8

4/11

4/18

4/25

5/2

5/9

4/12

4/19

4/26

5/3

5/10

4/13

4/20

4/27

5/4

5/11

4/14

4/21

4/28

5/5

5/12

4/15

4/22

4/29

5/6

5/13
●整形【小原】

▲県知事・県議
会議員選投票日

▲村議会議員選
投票日

●土曜【小原】

昭和の日

●土曜【小原】

憲法記念日

集落の絶景

桜（大字小川）
撮影：深瀬常保さん

（大字重里）

●・・診療情報　　▲・・イベント情報くらしのカレンダー ※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

文字表記
土　曜・・土曜診療日　　　　
整　形・・整形外科診療日　　
消　内・・消化器内科診療日　　　　
休　診・・休診日
上野地・・上野地診療所
小　原・・小原診療所

土曜診療日
整形外科診療日

小　原　8:30～11:00
小　原　8:30～11:00
上野地　14:00～15:00

受付時間

小原診療所
　☎0746-63-0040
上野地診療所
　☎0746-68-0207

お問い合わせ

予約制で診察を行っています。
事前に予約をしてからご来院ください。

【
有
料
広
告
】


